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(1) 典型的な 8 つの実記録地震動波形について入力強度の最適な規準化方法としてスペクトル強度を示
し，記録波形と同一の位相特性を持ち周期0.5 ........5.0 秒間の速度応答スペクトルがほぼ平坦となる
ような模擬地震動波形を作成している。
(2) 弾塑性地震応答解析用の入力波形として記録波形群及び模擬波形群を用い，その特性の違いによる
構造物の弾塑性応答の平均値及び変動幅を明らかにしているO
(3) 多層構造物の各層の最大塑性率応答が一様で，かっ安定に得られるような適正動力学特性の分布を
弾塑性地震応答の統計解析に基づいて導いているO
(4) 時刻歴応答解析に代わる簡便な弾塑性応答の推定の方法としてモーダルアナリシス法を用い，弾性
系の最大層せん断力分布から各層の塑'性率応答を一様にするような弾塑性系の適正降伏層せん断力分
布を与える方法を示している O
以上のように本論文は高層建築物の耐震設計における適正動力学特性を見出す方法を提案したもので，
建築耐震工学に貢献するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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